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書

高
校
生
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
、
一
部
の
県
や
政
令
市
の
教
育
委
員
会
が
高
校
へ
の
「
届
出
制
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
治
活
動
へ
の
参
加
が
届
出
制
と
な
る
と
、
届
け
出
ず
に
政
治
活
動
に
参
加
し
た
場
合
、
校
則
違
反
な
ど
と
し
て
、
制
裁
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
思
想
、
政
治
志
向
を
持
っ
て
い
る
か
を
学
校
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

進
学
や
就
職
に
不
利
に
働
く
か
も
し
れ
な
い
と
生
徒
が
考
え
、
政
治
活
動
へ
の
参
加
を
躊
躇
す
る
高
校
生
が
多
く
出
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
届
出
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
生
の
政
治
活
動
の
自
由
は
委
縮
し
、
著
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
憲
法
第
十
九
条
の
思
想
良
心
の
自
由
を
侵
害
し
、
憲
法
第
二
十
一
条
の
集
会
結
社
及
び
表
現
の
自
由
を
損
な
う
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
と
考
え
、
以
下
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

一

高
校
生
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
が
学
校
へ
の
届
出
制
を
導
入
す
る
こ
と
は
憲
法
第
十
九
条
が
保
障
す
る
思

想
良
心
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
考
え
ま
す
が
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

一



二

同
じ
く
、
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
憲
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
反
す
る

と
考
え
ま
す
が
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

三

い
ず
れ
に
し
て
も
、
各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
は
、
高
校
生
の
政
治
活
動
へ
の
参
加
が
委
縮
し
て
し
ま
う
よ
う
な
条
例
や

規
則
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


